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1. 概要 

1. 地域支援事業の趣旨 

南海トラフ地震に備え、地震発生時の適切な行動や津波からの避難行動を身に付けるた

め、地域の大半が浸水想定区域である重点地区（冷水地区）を対象に、津波避難訓練を実

施する。 

訓練当日は、防災行政無線放送により「大津波警報」が伝達され、地域住民は研修会で

想定した避難のタイミングや避難経路に従い、訓練に取り組むことで、それぞれが災害時

に必要となる避難行動を確認する。また、地区の学校と連携した取組を進める。 

 

2. 事業の目標 

市民一斉訓練で実施している、津波から「逃げ切る」訓練を一歩進め、自主防災組織、

また住民ごとに、具体的な避難行動とそのタイミング、要配慮者の支援、避難場所から避

難所への避難（二次避難）を想定し、避難時の注意すべき場所の把握、また災害時の体制

と行動を整理することで、地域住民一人ひとりの「自助」「共助」の精神の育成を図る。 

 

3. 実施概要 

（1）防災研修会 

【第１回】 
 

日時 平成 29 年 8 月 25 日（金）19:00～21:00 

場所 海南保健福祉センター ２階 多目的ホール 

内容 

１．主催者挨拶 

２．学識経験者による講演 

３．ワークショップ〈防災マップを用いた避難行動の検討〉 

４．第２回防災研修会の予定と準備について 

 

【第２回】 
 

 

 

 

 

 

 

 

日時 
平成 29 年 10 月 7 日（土）15:30～16:30 

※研修会開催前（14:00～15:00）に各地区でまち歩きを実施 

場所 冷水地区集会所 

内容 

１．重点地区防災研修会・訓練スケジュールについて 

２．ワークショップ〈まち歩き結果の防災マップへの落とし込み、取

組の検討〉 
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【第３回】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）内海小学校防災学習会 

 

 

 

 

 

（3）防災訓練 

 

 

 

 

 

 

（4）防災訓練報告会 

 

 

 

 

 

 

日時 平成 29 年 10 月 13 日（金）19:00～21:00 

場所 冷水地区集会所 

内容 

１．訓練当日のスケジュール・内容について 

２．内海小学校の取組について 

３．要配慮者の支援方法について 

４．訓練までの準備事項等について 

日時 平成 29 年 8 月 29 日（火）10:45～12:20 

場所 内海小学校 教室 

内容 １．震災・学校支援チーム（EARTH）員による講話 

日時 平成 29 年 11 月 12 日（日）9:00～10:10 

場所 冷水地内 

内容 津波避難訓練 

日時 平成 29 年 11 月 27 日（月）19:00～21:00 

場所 冷水地区集会所 

内容 

１．主催者挨拶 

２・訓練について市からの報告 

３．訓練の報告会 

４．会長挨拶 
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2. 防災研修会 

1. 第 1 回防災研修会 

1.概要 

日時 平成 29 年 8 月 25 日（金）19:00～21:30 

場所 海南保健福祉センター ２階 多目的ホール 

参加者 

地区参加者            32 名 

職員参加者(避難所配備職員)   2 名 

合計             34 名 

内容 

 

１．主催者挨拶 

研修会の開催趣旨の説明 

２．学識経験者による講演 

テーマ「自然災害に対して地域・地区で取り組む」 

公益財団法人ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 

人と防災未来センター 研究部 主任研究員 荒木 裕子氏 

３．ワークショップ〈防災マップを用いた避難行動の検討〉 

・地区のグループ員で、地区で想定する避難場所・避難路、避難

行動のタイミング、要配慮者の支援、二次避難ついて協議し、

大判（Ａ０）防災マップに記載 

４．第２回防災研修会（まち歩き）の予定と準備について 

・次回第２回防災研修会の実施日程・内容について案内 

・第１回防災研修会で作成した地区の防災マップをもとに、避難

路の危険箇所等を第２回防災研修会で反映させるための、事前

のまち歩きを依頼 
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2.実施風景 

（1）主催者挨拶、学識経験者による講演 

 

（2）ワークショップ（地区の防災マップ作成）の様子 
 

  

  

 

 

  
 

  

 

  

主催者挨拶 学識経験者による講演 

５区 
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2. 第 2 回防災研修会 

1.概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.実施風景 

（1）まち歩き、ワークショップの様子 
 

  

冷水駅前バス停周辺 冷水駅前バス停周辺 

日時 

平成 29 年 10 月 7 日（日）15:30～16:30 

※研修会開催前 

（13:30～14:00）に避難所について説明 

（14:00～15:00）地区でまち歩きを実施 

場所 
冷水地区集会所 

参加者 地区参加者            33 名 

内容 

１．重点地区防災研修会、訓練スケジュールについて 

第２回研修会及び今後の流れの説明 

２．ワークショップ〈まち歩き結果の防災マップへの落とし込み、

取組の検討〉 

・まち歩きで確認した避難路の危険箇所等を、第１回防災研修会

で作成した防災マップに反映 

・まち歩きで確認した危険箇所等についての問題点とその対策に

ついての協議 
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冷水中バス停周辺 冷水中バス停周辺 

  

冷水バス停周辺 冷水バス停周辺 

  

ワークショップの様子 ワークショップの様子 
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3.防災マップへの落とし込みとまち歩き結果における問題点の検討 

※作成した防災マップ 
 

①避難場所・避難経路と避難路の問題点、要配慮者、二次避難の確認 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・避難場所（日限

地蔵周辺）まで

の避難経路をマ

ーカーで記入 

 

・各自治会内で避

難時に支援が必

要と考えられる

家庭をマーカー

で着色 

 

・避難場所から避

難所までの避難

が可能かどうか

確認、マーカー

で記入 

  
②まち歩きを実施し注意を要する箇所に対する対策の検討 

 

・まち歩きの実施

し、注意を要す

る場所の内容

を記入 

 

・問題点に対する

対策を協議 

避難時に注意を要

する箇所をマーク 
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③津波の到達予想時間の確認、地震発生後の取組、二次避難先の避難所の確認 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地区ごとの津波

の到達予想時

間を確認 

 

・地震発生後の地

区の取り組み

（声かけ、救

助・救出等）を

想定し、取り組

みを行う時間

帯ごとに記入 

 

・避難生活を送る

避難所（二次避

難先）を想定 

  
 

4.わが家の避難マップ 

津波の到達時間、避難時の注意すべき箇所を記載した「わが家の避難マップ」を各世帯に

配布。 

地図面（表面）は各世帯による避難場所、避難ルートを記入。 

啓発面（裏面）は津波時の避難行動等の知識習得、災害時の行動を整理し記入。 

 

（マップは次ページ） 
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（啓発面） 
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3. 第 3 回防災研修会 

1.概要 

 

2.実施風景 

  

内海小学校の説明 社会福祉協議会の説明 

日時 平成 29 年 10 月 13 日（水）19:00～21:00 

場所 冷水地区集会所 

参加者 

地区参加者           33 名 

内海小学校 2 名（校長、教頭）、社会福祉協議会 2 名 

合計                 37 名 

内容 

１．訓練当日のスケジュール・内容について 

・危機管理課、地区会長より訓練当日のスケジュール、実施内容につ

いて説明 

２．内海小学校の取組について 

 ・内海小学校より、当日の訓練等の実施内容について説明 

３．要配慮者の支援方法について 

 ・市より要配慮者の避難支援例について説明 

・社会福祉協議会より要配慮者への具体的な支援方法及び車イスの使

用方法について、地区参加者の実演とともに説明 

４．訓練までの準備事項等について 

 ・訓練までに各家庭用での「わが家の避難マップ」の配布及び作成を

依頼 
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車イス使用方法の説明 実演の様子 

  

実演の様子 実演の様子 

  

会長挨拶 会場の様子 
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3. 内海小学校防災学習会 

1. 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 実施風景 

 

日時 平成 29 年 8 月 29 日（火）10:45～12:20 

場所 内海小学校 教室 

参加者 
５年・６年生児童 

校長、教頭、５年・６年生担当教諭 

内容 

１．震災・学校支援チーム（ＥＡＲＴＨ）員による講話 

テーマ「災害が起きたら」 

震災・学校支援チーム（ＥＡＲＴＨ） 山路 摩美子 氏 

・本市に想定される災害や、過去の震災等の避難所生活の移り変

わり、災害時における心のケアの方法について教示 

  

防災学習会の様子（５年生） 防災学習会の様子（６年生） 
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4. 防災訓練 

1. 概要 

 

日時 平成 29 年 11 月 12 日（日）9:00～10:10 

場所 冷水地内 

参加者 

地区参加者          

（消防団、婦人消防クラブ、民生委員児童委員、小学校生徒等含む） 

※内海小学校生徒は、授業として、自宅より避難訓練を実施 

合計  210 名 

内容 

津波避難訓練 

（テーマ）地区の想定する訓練 

      ①揺れから身を守る行動 ②避難訓練 

③安否確認訓練     ④非常食支給訓練 
 

2. 訓練時の状況 

 

  

避難誘導の様子 ＪＲ路線への避難 

  

安否確認の様子 国道（避難場所）への避難 
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国道（避難場所）への避難 国道（避難場所）への避難 

  

国道（避難場所）への避難 国道（避難場所）への避難 

  

避難場所の様子 避難場所の様子 
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非常食支給訓練の様子 非常食支給訓練の様子 

  

非常食支給訓練の様子 非常食支給訓練の様子 

  

非常食支給訓練の様子 安否確認（本部）の様子 
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5. 訓練報告会 

1. 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 実施風景 

 

（１）主催者挨拶、市からの報告 
 

  

主催者挨拶 市からの報告 

 

 

 

日時 平成 29 年 11 月 27 日（月）19:00～21:00 

場所 冷水地区集会所 

参加者 地区参加者           31 名 

内容 

１．主催者挨拶 

２．訓練について市からの報告 

  ・重点地区防災訓練結果や要配慮者支援の取組、他地区・他市町村

の訓練事例、海南市で実施している事業について紹介・報告 

３．訓練の報告会 

・５つのテーブルに分かれ、訓練結果等について話し合い、「報

告シート」に記入 

・「報告シート」により各テーブル代表者が発表 

４．会長挨拶 
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（２）テーブルによる話し合いの様子 
 

  

  

 

 

  

 

 

（３）各グループの発表、会長挨拶 
 

  

ＪＲ冷水浦駅周辺グループ 東出ＪＲトンネル周辺グループ 
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ＪＲ歩道橋周辺グループ ＪＲ寺川トンネル周辺グループ 

  
本部グループ 会長挨拶 
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3. 訓練の振り返り結果 

※取組結果である「報告シート」の内容をそのまま掲載 

 

グル

ープ

名 

気を付けたこ

と（実施前・

実施中） 

気づいたこと

（実施後）（良

かったと思う

点、気にかかっ

た点、注意した

い点） 

問題点・改善

点等の意見 

一般参加

者の方か

らの意見 

要配慮者支

援 の 取 組

（こんなこ

とができな

いか等） 

小学生等の

参加（良か

ったと思う

点、気にか

かった点、

注意したい

点） 

Ｊ
Ｒ
冷
水
浦
駅
周
辺 

・避難者の人

数確認 

・避難中の凹

凸があるので

安全に！ 

・スムーズだっ

た 

なし なし なし なし 

東
出
Ｊ
Ｒ
ト
ン
ネ
ル
周
辺 

・避難通路が

狭い 

 

 

・手摺がボロ

ボロ、低い 

 

 

・足元確認し

ながら通過し

た 

・年配者が声を

掛けながら訓

練参加した 

 

 

・指示命令がう

まく伝わり良

かった 

 

 

・安否カードの

合計で非常食

を配布するが、

各組長は合計

人数をおぼえ

ていない 

・チェックリ

ストを活用す

るように工夫

する 

 

 

・カップヌー

ドルと水を１

セットにし

て、ダンボー

ルで配布して

ほしい 

 

 

・要支援者の

人も参加でき

るように考え

てほしい（支

援体制） 

なし ・近くの人

３人位が声

かけする、

手助けする 

・親子で参

加でき、良

かった 
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グル

ープ

名 

気を付けたこ

と（実施前・

実施中） 

気づいたこと

（ 実 施 後 ）

（良かったと

思う点、気に

かかった点、

注意したい

点） 

問題点・改

善点等の意

見 

一般参加者

の方からの

意見 

要配慮者支

援 の 取 組

（こんなこ

とができな

いか等） 

小学生等の

参加（良か

ったと思う

点、気にか

かった点、

注意したい

点） 

Ｊ
Ｒ
歩
道
橋
周
辺 

・訓練当日の

参加協力を事

前に組長自ら

一軒一軒訪問

していただき

参加を呼び掛

けていただい

た。特に高齢

者の方に参加

体験をしてい

ただき、実際

に避難路を歩

くことで自信

がついたとお

聞きしまし

た。 

 

 

・特に避難時

には足元は安

全なはきもの

を身に付けて

いるか確認し

ました。 

 

 

・避難路が大

変狭く片側が

少し高い溝と

なり歩行に十

分気を付ける

よう叫びなが

ら誘導した。 

・訓練と実際

との格差が発

生する予測が

つかない（対

応策） 

 

 

・今日歩いた

避難路だけで

なく、幾多の

避難路を考え

ておいてほし

い（通行不能

が起こるか

も） 

・夜間にお

ける訓練が

未実施であ

る。 

 

 

・停電した

とき、街燈

が消える。 

・参加して

良かったと

おっしゃる

高齢者の方

が 多 か っ

た。 

 

・「協力しな

がら、助け

合 い な が

ら、一緒に

歩こうね」

という団結

心が生まれ

た。 

 

 

・当地区の

避難路は階

段や急な坂

があり、高

齢者にとっ

ては厳しい

道であった

ので、途中

休憩を取り

ながら（ゆ

っくり）登

ったのでよ

かったと言

われた。 

なし ・子供の参

加により、

保護者が参

加できたこ

とが大きか

った。 
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グル

ープ

名 

気を付けたこ

と（実施前・

実施中） 

気づいたこと

（実施後）（良

かったと思う

点、気にかかっ

た点、注意した

い点） 

問題点・改

善点等の意

見 

一般参加

者の方か

らの意見 

要配慮者支

援 の 取 組

（こんなこ

とができな

いか等） 

小学生等の

参加（良か

ったと思う

点、気にか

かった点、

注意したい

点） 

Ｊ
Ｒ
寺
川
ト
ン
ネ
ル
周
辺 

・小さなグル

ープにまとま

って行動しよ

うとした。 

 

 

・すぐに山手

に行った。 

・要支援者を

フォローしな

がら逃げた。 

・道が悪い 

 

・年よりにはキ

ツイ 

 

・避難場所にイ

スがほしかっ

た。 

 

・解散がわから

なかった。 

 

・声かけしてほ

しかった。 

左に同じ ・今回スム

ーズにで

きた 

 

 

・足不自由

な人が多

く、参加で

きない人

が多くな

ってきた。 

・車イスが

通れる道の

確保等 

良かった 

本 

部 

①非常食数量

を確実に把握

する事 

 

 

②国道へのは

み出しを防ぐ 

・要支援者につ

いて、避難経路

の問題などで

参加できなか

った人が多か

った。 

 

 

・実際的な対処

を考え、要支援

者について具

体的案を出し

ておくべき 

避難経路の

見直し 

(例 )寺川鉄

工所に本部

の場合は西

の隧道を通

るのに一番

危険がない

のではない

でしょうか 

避難する

際、坂道が

大変。二次

避難訓練

道を確保

しないと

駄目かな。 

本日のご

意見を取

り込みた

い。 

・要配慮者

の支援を実

際に行うこ

とができな

か っ た の

で、次回の

訓練では必

ず行う。 

 

 

・ＪＲ国道

のガードへ

担架を置い

てほしい 

 

先生はいら

ない 

単独参加 
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6. 訓練後アンケート結果 

※アンケート回答数  １４０ 件 ※各項目で、小数点以下第２位を四捨五入しているため、100％にならない場合があります。 

 

１．回答者の内訳（自治会、年齢、性別、家族構成） 

 

【お住まいの自治会】 

冷水自治会 140 100% 

【年齢】 【性別】 

10 歳未満 0 0.0% 

10 代 0 0.0% 

20 代 0 0.0% 

30 代 3 2.1% 

40 代 13 9.3% 

50 代 14 10.0% 

60 代 32 22.9% 

70 代 41 29.3% 

80 代以上 34 24.3% 

無回答 3 2.1% 

合計 140 100.0% 

 
 

男 59 42.1% 

女 76 54.3% 

無回答 5 3.6% 

合計 140 100.0% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ご自宅での家族構成】  

単身世帯 32 22.9% 

夫婦のみ 41 29.3% 

2 世代世帯（親と子） 44 31.4% 

3 世代世帯（親と子と孫） 14 10.0% 

その他 1 0.7% 

無回答 8 5.7% 

合計 140 100.0% 
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2．訓練への参加状況 

 

【11 月 12日（日）に実施された津波避難訓練に参加されましたか？】 

参加した 107 76.4% 

参加しなかった 28 20.0% 

無回答 5 3.6% 

合計 140 100.0% 

 

 

【訓練当日に避難した避難場所】 

国道 42 号冷水駅前バス停周辺 9 8.4% 

国道 42 号冷水中バス停周辺 13 12.1% 

国道 42 号冷水バス停周辺 54 50.5% 

一次避難場所（JR 付近） 10 9.3% 

その他 4 3.7% 

無回答 17 15.9% 

合計 532 100.0% 
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【今回の訓練では、避難場所に何時ごろ到着しましたか？】 

 
9 時 00～05 分 42 39.3% 

9 時 05～10 分 33 30.8% 

9 時 10～15 分 9 8.4% 

9 時 15～20 分 10 9.3% 

9 時 20～25 分 3 2.8% 

9 時 25～30 分 0 0.0% 

9 時 30 分以降 1 0.9% 

無回答 9 8.4% 

合計 107 100.0% 

 

【避難訓練の開始の放送があった後、すぐに家を出ましたか？】 

すぐに家を出た 83 77.6% 

1～3 分後には家を出

た 
16 15.0% 

3～5 分後には家を出

た 
3 2.8% 

5 分以上してから家

を出た 
1 0.9% 

無回答 4 3.7% 

合計 107 100.0% 

 

【避難場所まで、どのような方法で避難しましたか？】 

徒歩 101 94.4% 

自転車 0 0.0% 

バイク 0 0.0% 

自動車 0 0.0% 

その他 1 0.9% 

無回答 5 4.7% 

合計 107 100.0% 

・約 8 割の住民が大津波警報発表後、15 分以内に避難場所に避難完了している 

・避難場所までは、9 割以上の住民が徒歩で避難している 
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３．地震・津波に対する認識と危機意識 

【ご自宅は、津波による浸水想定区域の中に入っていますか？】 

 

  

 

 

 

 

【今回、避難した場所以外に、他の避難場所も知っていますか？】 

 

はい 87 62.1% 

いいえ 39 27.9% 

無回答 14 10.0% 

合計 140 100.0% 

 

 

【ご家族の中に、自分で徒歩によって避難場所まで行くことが

できなさそうな方はいらっしゃいますか？】 
 

いる（今回の訓練に

も参加している） 
13 9.3% 

いる（今回の訓練に

は参加していない） 
25 17.9% 

いない 91 65.0% 

無回答 11 7.9% 

合計 140 100.0% 

 

 

入っている 61 43.6% 

入っていない 59 42.1% 

わからない 13 9.3% 

無回答 7 5.0% 

合計 140 100.0% 
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【南海トラフ地震の揺れによる住宅・構造物の被害に対して、

どの程度危機感を感じていますか？】 
 

 

 

 

 

 

 

【南海トラフ地震の後に発生する津波による被害に対して、

どの程度危機感を感じていますか？】 
 

強く感じている 74 52.9% 

ある程度感じている 33 23.6% 

あまり感じていない 15 10.7% 

全く感じていない 6 4.3% 

無回答 12 8.6% 

合計 140 100.0% 

 

 

 

 

 

強く感じている 74 52.9% 

ある程度感じている 47 33.6% 

あまり感じていない 6 4.3% 

全く感じていない 1 0.7% 

無回答 12 8.6% 

合計 140 100.0% 

・自宅周辺の津波の浸水想定について、8 割以上の住民が認知している 

・自宅周辺の津波避難場所について、6 割以上の住民が認知している 

・家族の中に、自力で徒歩で避難場所まで行けそうにない人がいる住民が 2 割以上いる 

・南海トラフ地震について、地震の揺れは 8 割以上の住民が、津波は 7 割以上の住民が危

機感を感じている 
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４．実災害時の避難の想定と問題点の認識 

 

【ご自宅で家族全員がいるときに大きな揺れを感じる地震が発生し、大津波警報が発令され

た場合、実際には、どのような手段で避難しますか】 
 

  
家族全員が地震によってケ

ガなどしていない場合 

家族の中に地震による負傷

者がいる場合 

徒歩 116 82.9% 56 40.0% 

自転車 0 0.0% 0 0.0% 

バイク（原付を含む） 1 0.7% 0 0.0% 

自動車 11 7.9% 46 32.9% 

その他 5 3.6% 13 9.3% 

無回答 7 5.0% 25 17.9% 

合計 140 100.0% 140 100.0% 
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【大きな地震が発生した後、あなたと同じ場所に住んでいる家族でいっしょに津波から避難

するとき、以下の項目は、どの程度、避難を困難にさせる問題だと思いますか】 
 

 

まった

く問題

ではな

い 

ほとん

ど問題

ではな

い 

どちら

ともい

えない 

ある程

度大き

な問題

だ 

非常に

大きな

問題だ 

無回答 合計 

自宅から避難場所まで

の距離 

30 31 31 21 16 11 140 

21.4% 22.1% 22.1% 15.0% 11.4% 7.9% 100% 

自宅から外に出るまで

に時間がかかること 

39 37 29 15 9 11 140 

27.9% 26.4% 20.7% 10.7% 6.4% 7.9% 100% 

道路が壊れて、徒歩で

は避難しづらくなって

いること 

6 13 37 29 40 15 140 

4.3% 9.3% 26.4% 20.7% 28.6% 10.7% 100% 

道路が壊れて、自動車

では避難できなくなっ

ていること 

8 10 26 26 44 26 140 

5.7% 7.1% 18.6% 18.6% 31.4% 18.6% 100% 

避難する人が多くいる

ために、通行しづらく

なっている場所がある

こと 

11 22 26 30 32 19 140 

7.9% 15.7% 18.6% 21.4% 22.9% 13.6% 100% 

避難する時に、誰かに

支援してもらわなけれ

ばならないこと 

27 29 37 16 17 14 140 

19.3% 20.7% 26.4% 11.4% 12.1% 10.0% 100% 

周囲の人に対して、避

難の支援をすること 

12 19 55 20 14 20 140 

8.6% 13.6% 39.3% 14.3% 10.0% 14.3% 100% 
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・地震発生後の避難の手段について、家族に負傷者がいない場合は 8 割以上が徒歩を想定

しているが、負傷者がいる場合は徒歩での避難が 4 割になり、自動車での避難が約 3 割

に増加している 

・「道路が壊れて、徒歩では避難しづらくなっていること」、「避難する人が多くいるため

に、通行しづらくなっている場所があること」は約 4 割、「道路が壊れて、自動車では

避難できなくなっていること」は約5割の住民が避難を困難にさせる問題と感じている。 
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7. 研修会及びアンケートのご意見・ご要望への回答について 

 

 平成 29 年度地域防災活動支援事業を実施するなかで、内海地区の皆様よりいただきました

ご意見・ご要望への回答を以下にまとめました。 

ご意見・ご要望の内容から分類した項目ごとに、基本的な考え方やご対応いただきたい点、

市の施策・方針などを示しています。 

今後の地区・ご家庭で防災活動に取り組む際の参考としていただきますよう、お願い申し上

げます。 

 

１．地域の防災体制や取り組みについて 

（１）避難先の用途に応じた避難について 

 地震・津波などの災害が発生した場合の避難先については、用途に応じて「避難場所」

と「避難所」に分けられます。 
 

 避難場所…災害による危険から身を守るために、一時的に避難する場所 

 避難所  …住居の被災または被災するおそれがあることにより避難生活を送る場所 
 

地震・津波からの避難に当たっては、避難場所に避難し安全を確保したのち、自宅が安

全な場合は帰宅し、安全が確保できない場合は避難所などへ再度避難（二次避難）する必

要があります。 

なお、市で整備する避難場所のうち、津波に対するものは「津波避難場所」と「津波緊

急避難ビル」に分けられ、「津波緊急避難ビル」は津波の到達までに浸水が想定される区

域外へ避難できない場合の避難場所となります。 

冷水地区内には「津波緊急避難ビル」はありませんが、災害はどこで起こるかわからな

いため、避難先の用途をご理解いただくとともに、津波から避難する場合は、可能な限り

「浸水想定区域外」の「津波避難場所」などに避難してください。 

 

（２）二次避難について 

 避難所への二次避難の基本的な考え方として、道路への浸水・がれきの堆積などの面か

ら、浸水が想定される区域を通らずに避難できる経路を選択します。 

冷水地区は、新たな避難所が整備できるまでは、塩津地区の「旧塩津小学校」が近隣の

避難所となります。 

 

（３）安全な避難経路の確保について 

 避難場所までの避難経路については、配布した「わが家の避難マップ」に記載のある「避

難時に注意を要する箇所」の確認や、実際に避難経路を歩くなどして、注意すべき箇所や

通行不可となる可能性がある箇所などを事前に確認しておき、複数の避難経路や避難場所

について所要時間も含め検討するなど、ご準備をお願いします。 
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また外出時に災害が起こる場合もあります。普段立ち寄る所などが津波浸水想定区域で

ある可能性もありますので、津波ハザードマップで津波避難場所等を把握し、津波避難場

所や避難経路の確認をしてください。 

 

（４）要配慮者の支援について 

要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児など）の避難支援については、支援する側と支援を

受ける側のそれぞれの意識や取り組みが必要となります。 
 

 支援する側  …近隣の要配慮者を把握し、見守る意識を持つ 

 支援を受ける側…周囲に対して支援が必要であることを意思表示する 
 

災害時の避難支援の実効性を高め、円滑に行うためには、平常時から気軽に話し合える

関係を築くことが重要です。そのうえで、具体的にどのような支援を行うか（受けるか）

を話し合い、災害時には支援する側の身の安全が確保できる範囲内で支援を行ってくださ

い。 

 

（５）物資・資機材の整備について 

 市の避難場所は「緊急的」「一時的」に避難する場所として、短期間の滞在を想定して

います。この間に必要となる物資や資機材については、基本的には各家庭の非常用持出品

及び自主防災組織の備蓄で対応いただくことになります。また、トイレについても各家庭

及び自主防災組織で整備したトイレ袋等で対応いただくようお願いします。 

なお、避難場所に備蓄する物資・資機材のほか、要配慮者の避難支援のための車椅子や

ヘルメットなどの整備に要する経費については、「自主防災組織育成補助金」の対象とな

りますので、活用を検討される場合は、自主防災会でご協議のうえ、危機管理課までご相

談ください。 

 

（６）防災体制の整備と防災活動について 

防災に対する研修や課題に応じた訓練などは、地区の皆様の防災意識（自助）の向上や

地域の防災力（共助）を高めることにつながるため、積極的に実施してください。 

組織力を高める手段の一つとして、防災リーダー（防災士）を育成することも有効です。

防災士の資格取得費用については「自主防災組織育成補助金」の対象となりますので、ぜ

ひご活用ください。 

また、市では地区ごとの津波の避難計画の作成を推進しています。作成を検討される場

合は、地区でご協議のうえ、危機管理課までご相談ください。 

避難路・避難場については、いざと言うときに迅速に避難することができるよう、日頃

から維持管理に努めましょう。 
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２．市の防災施策・方針について 

（１）避難場所・避難所・避難路の整備について 

避難場所周辺の避難誘導灯・避難誘導看板の整備については、各避難場所ごとに年次的

に整備を進めており、未整備分が完了したのち、再度の整備等について検討します。 

避難場所及び避難路の舗装・段差解消や手摺の設置などにつきましては、危機管理課ま

たは建設課までご相談ください。 

 

（２）地震による建築物等の倒壊・崩壊対策について 

地震による倒壊・崩壊のおそれがある空き家、未耐震の住宅、がけ地・急傾斜地につい

て、または、各担当課（下記参照）にて対応いたしますので、地区でご協議のうえ、ご相

談ください。 
 

空き家対策、住宅の耐震対策…都市整備課 

がけ地・急傾斜地     …建設課 

（※がけ地・急傾斜地の整備は和歌山県の事業となるため、建設課でとりまとめ、和歌

山県に要望します。） 

 

なお、旧冷水分校の急傾斜対策については、避難所として使用しないことから、実施を

要望いたしません。 

 

（３）プレジャーボート対策について 

市では、海南市水域におけるプレジャーボート等放置艇対策として、市内沿岸部４カ

所（築地・日方・冷水・下津）に小型船係留施設及び駐車場等の整備を進めています。 

お問い合せやご要望がある場合は、地区でご協議のうえ、管理課までご相談ください。 

 

（４）風水害時の浸水対策について 

対応・方針を検討いたしますので、地区でご協議のうえ、建設課までご相談ください。 

 

（５）防災行政無線の難聴対策について 

市では、防災行政無線の放送内容を、放送後の１時間程度の間、電話で確認できる「電

話案内サービス（フリーダイヤル、☎0120-170089）」を実施していますので、防災行政無

線が聞き取りにくい場合は、ご活用ください（通話料は無料です）。なお、放送後１時間

以上の経過や新たな放送があった場合は、放送内容が消去・上書きされますのでご注意く

ださい。 

また、市のメール配信サービスでも放送内容を確認することができます。登録を希望さ

れる場合は、危機管理課までご相談ください。 

  なお、災害情報は、上記のほか、地デジデータ放送、市ホームページ、フェイスブック、

エリアメール・緊急速報メール（避難勧告・避難指示（緊急）のみ）等で確認できます。 
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（６）その他の防災に関する意見・要望について 

上記以外の防災に関する意見や要望がある場合は、危機管理課までご相談ください。 

 


